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会社概要

： 株式会社　国見開発工業

： 代表取締役　中野 裕千

： 〒780-8066　高知県高知市朝倉己1152番地9

： 〔TEL〕 088-832-0923　　〔FAX〕 088-832-9230

： 小南　允孝（環境管理責任者）　／　甲藤　愛（環境管理担当者）

： 〔TEL〕 088-832-0923　　〔FAX〕 088-832-9230　　

〔MAIL〕Kochi.923@kunimi-eco.com　　〔HP〕 http://www.kunimi-eco.com

：

：

： 産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物中間処理業、産業廃棄物最終処分業、

一般廃棄物収集運搬業、一般廃棄物中間処理業（破砕）、

建設業（とび・土工工事業、解体工事業）

： 廃プラスチック等破砕機、がれき類破砕機、木材破砕機、蛍光管破砕機、

地下式ガス化燃焼炉、乾留ガス化焼却炉、ＲＰＦ固形燃料化設備、

金属圧縮機、ラージベーラー

： ２５ｔダンプ車（１台）、２５ｔアームロール（１台）、７．５ｔガット車（１台）、８ｔユニック車（１台）

４ｔパッカー車（１台）、３ｔダンプ車（２台）、、８ｔアームロール（１台）、

４ｔユニック車（４台）、４ｔアームロール（２台）、軽自動車（２台）

： \4,000/㎥～\20,000/㎥。但し、廃棄物の種類・状態により異なります。

：

1,876 1,832 1,832

売上高（百万円） 466 469 504

従業員（人） 34

2021/9/30

36 31

12,443

17,064

産業廃棄物最終処分量（ｔ）

産業廃棄物中間処理量（ｔ） 17,835 19,200

産業廃棄物収集運搬量（ｔ） 13,899 14,069 14,076

278 98 34

18,635

床面積（㎡）

2018年度 2019年度 2020年度

対象期間
2018/10/1 2019/10/1 2020/10/1

年度

2019/9/30 2020/9/30

所 在 地

20百万円

運 搬 ・ 作 業 車 輌

主 な 機 械 装 置

活 動 規 模

合計１6台 令和5年3月6日現在

廃 棄 物 処 理 料 金

1. 組織の概要

事 業 内 容

設 立

資 本 金

連 絡 先

代 表 者 名

昭和56年5月16日

事 業 者 名

エコア クシ ョン 21 事 務局

担 当 者 連 絡 先

35

521

2,526

2021年度

2021/10/1

2022/9/30

38
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アクセスマップ

㈱国見開発工業

〒780-8066

高知県高知市朝倉己1152番地9

:

:

:

:

FAX

088-832-0923

HP http://www.kunimi-eco.com

088-832-9230

Mail

TEL

Kochi.923@kunimi-eco.com

見積依頼 

2



廃棄物処理フロー

再生

廃プラスチック類
金属くず

ガラスくず・コンク
リートくず及び陶磁

器くず
紙くず

繊維くず

廃プラスチック類
汚泥

紙くず
木くず

繊維くず

減容固化

汚泥

乾燥

管理型埋立 安定型埋立

廃プラスチック類
ゴムくず

ガラスくず・コンク
リートくず及び陶磁

器くず
金属くず
紙くず
木くず

繊維くず
がれき類

破砕焼却

燃え殻  ・ 汚泥  ・ 廃油
廃   酸   ・　廃アルカリ
廃  プ  ラ ス チ ッ ク  類
紙  く  ず  ・   木  く  ず
繊維くず ・ 動植物性残さ
動物系固形不要物 ・ ゴムくず

鉱 さい 　・ が れ き 類
動物のふん尿・動物の死体
ばいじん  ・ 13号廃棄物

圧縮

見積依頼 

見積依頼 
↓ 

現地調査 
↓ 

見積作成・提出 
↓ 

商談成立 
↓ 

再生処理委託契約書 
及び 

産業廃棄物処理 
委託契約書の作成 

↓ 
契約締結 

展開検査 
選別・分別 

計量 
40tﾄﾗｯｸｽｹｰﾙ 

事業所から 
回収・運搬 
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2. 許可一覧 2023/3/6現在

産業廃棄物処分業（優良）
都 道 府 県 ： 高知市

許 可 番 号 ： 第09241016746号

許 可 年 月 日 ： 令和3年2月15日

有 効 年 月 日 ： 令和10年2月13日

廃棄物種類

設置場所 高知市朝倉字アジロ山己1152番28 設置年月日 平成6年2月25日

処理能力 1.56t/日（8時間） 許可年月日 無

許可番号 無 技術管理者 -

廃棄物種類

設置場所 高知市朝倉字アジロ山己1152番28及び1152番260 設置年月日 令和元年9月10日

処理能力

混焼能力　780㎏/時（24時間）
汚泥の専焼能力　245㎏/時（24時間）
廃油の専焼能力　242㎏/時（24時間）
廃プラスチック類の専焼能力　9.8t/日（24時間）
その他の産業廃棄物の専焼能力　1,127㎏/時（24時間）

許可年月日 平成29年1月12日

許可番号 28重廃対第71号 技術管理者 中野真裕

廃棄物種類

設置場所 高知市朝倉字アジロ山己1152番28及び1152番260 設置年月日 令和元年9月10日

処理能力 9.27立米/日 許可年月日 無

許可番号 無 技術管理者 -

廃棄物種類

設置場所 高知市朝倉字アジロ山己1152番28 設置年月日 平成9年6月24日

処理能力 800ｔ/日（8時間） 許可年月日 平成13年2月1日

許可番号 平成12年11月29日政令第493号附則第2条第2項のみなしによる 技術管理者 中野真裕

廃棄物種類

設置場所 高知市朝倉字アジロ山己1152番17 設置年月日 平成28年9月17日

処理能力 41.9ｔ/日（直管型）、25.2ｔ/日（環状型、電球型） 許可年月日 無

許可番号 無 技術管理者 -

廃棄物種類

設置場所 高知市朝倉字アジロ山己1152番9及び1152番28 設置年月日 平成14年5月20日

処理能力 96ｔ/日（8時間） 許可年月日 平成14年5月14日

許可番号 14重廃対第16号 技術管理者 中野真裕

廃棄物種類

設置場所 高知市朝倉字アジロ山己1152番206及び1152番220 設置年月日 平成20年3月10日

処理能力

廃プラスチック類　4.2t/日
ゴムくず　4.8t/日
廃石膏ボード　12.1t/日
紙くず　2.0ｔ/日
繊維くず　1.4t/日

許可年月日 無

許可番号 無 技術管理者 中野真裕

廃プラスチック類、ゴムくず、廃石膏ボード、紙くず、繊維くず

燃え殻※、汚泥※、廃油※、廃酸※、廃アルカリ※、廃プラスチック類※、紙くず※、木くず※、繊維くず※、
動植物性残さ、動物系固形不要物、ゴムくず※、金属くず※、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず
※、鉱さい、がれき類、動物のふん尿、動物の死体、ばいじん、政令第2条第13号廃棄物

※水銀使用製品産業廃棄物（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則第７条の８の３に規定する水
銀を回収すべき水銀使用製品産業廃棄物を除く。）であって、その性状を踏まえて焼却処理をすることが適
切であると判断されるものを含む。）

中間処理（破砕）

中間処理（焼却）

木くず、紙くず、繊維くず

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず（廃石膏ボードを除く）、がれき類

廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず（いずれも廃蛍光管その他これに類
する水銀使用製品が産業廃棄物となったものに限る。）

木くず

中間処理（乾燥）

汚泥
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廃棄物種類

設置場所 高知市朝倉字アジロ山己1152番28 設置年月日 平成29年3月29日

処理能力 201.6ｔ/日 許可年月日 無

許可番号 無 技術管理者 -

廃棄物種類

設置場所 高知市朝倉字アジロ山己1152番217及び1152番260 設置年月日 平成21年3月28日

処理能力

廃プラスチック類　462ｔ/日
金属くず　612ｔ/日
ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず　92ｔ/日
紙くず　416ｔ/日
繊維くず　92ｔ/日

許可年月日 無

許可番号 無 技術管理者 -

廃棄物種類

設置場所 高知市朝倉字アジロ山己1152番202他 設置年月日 平成30年10月31日

処理能力
廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず　48ｔ/日
汚泥（含水率75%以下の製紙スラッジに限る。）　8.1ｔ/日

許可年月日 無

許可番号 無 技術管理者 -

廃棄物種類

設置場所 高知市朝倉字アジロ山己1152番9他 設置年月日 平成3年7月19日

処理能力 埋立地の面積　17,780.0平米　　埋立容量　122,496.6立米 許可年月日 平成4年7月4日

許可番号 平成3年10月5日法律第95号附則第5条第1項のみなしによる 技術管理者 中野 真裕

最終処分（安定型埋立）

廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、紙くず、繊維くず

中間処理（減容固化）

廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、汚泥（含水率75%以下の製紙スラッジに限る。）

金属くず

廃プラスチック類（石綿含有産業廃棄物を含む。）、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁
器くず（石綿含有産業廃棄物を含む。）、がれき類（石綿含有産業廃棄物を含む。）

中間処理（圧縮）
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特別管理産業廃棄物処分業
都 道 府 県 ： 高知市

許 可 番 号 ： 第09271016746号

許 可 年 月 日 ： 令和2年2月25日

有 効 年 月 日 ： 令和7年2月24日

設置場所 高知市朝倉字アジロ山己1152番28及び1152番260 設置年月日 令和元年9月10日

処理能力

混焼能力　780㎏/時（24時間）
汚泥の専焼能力　245㎏/時（24時間）
廃油の専焼能力　242㎏/時（24時間）
廃プラスチック類の専焼能力　9.8t/日（24時間）
その他の産業廃棄物の専焼能力　1,127㎏/時（24時間）

許可年月日 平成29年1月12日

許可番号 28重廃対第71号 技術管理者 中野真裕

廃棄物種類

中間処理（焼却）

廃油（揮発油類、灯油類及び軽油類、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、四塩化炭素、
1,2-ジクロロエタン、1,1-ジクロロエチレン、シスｰ1,2-ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、1,1,2-トリクロ
ロエタン、1,3-ジクロロプロペン、ベンゼン又は1,4-ジオキサンを含むことにより有害なものに限る。）

廃酸（トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、四塩化炭素、1,2-ジクロロエタン、1,1-ジクロロ
エチレン、シスｰ1,2-ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、1,1,2-トリクロロエタン、1,3-ジクロロプロペン、
ベンゼン、1,4-ジオキサン、有機燐化合物、チウラム、シマジン、チオベンカルブ又は水素イオン濃度指数
2.0以下のものを含むことにより有害なものに限る。）

廃アルカリ（トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、四塩化炭素、1,2-ジクロロエタン、1,1-ジ
クロロエチレン、シスｰ1,2-ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、1,1,2-トリクロロエタン、1,3-ジクロロプロ
ペン、ベンゼン、1,4-ジオキサン、有機燐化合物、チウラム、シマジン、チオベンカルブ又は水素イオン濃度
指数12.5以上のものを含むことにより有害なものに限る。）

感染性廃棄物

汚泥（トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、四塩化炭素、1,2-ジクロロエタン、1,1-ジクロロ
エチレン、シスｰ1,2-ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、1,1,2-トリクロロエタン、1,3-ジクロロプロペン、
ベンゼン、1,4-ジオキサン、有機燐化合物、チウラム、シマジン又はチオベンカルブを含むことにより有害な
ものに限る。）
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産業廃棄物収集運搬業

許可自治体 高知市（優良） 許可番号 第09211016746号

許可の年月日 令和3年2月14日 許可の有効年月日 令和10年2月13日

積替え保管

許可自治体 高知県（優良） 許可番号 第03900016746号

許可の年月日 令和3年2月19日 許可の有効年月日 令和10年2月18日

積替え保管

許可自治体 愛媛県（優良） 許可番号 第03805016746号

許可の年月日 令和3年8月18日 許可の有効年月日 令和10年8月17日

積替え保管

廃棄物の種類

許可自治体 香川県（優良） 許可番号 第03708016746号

許可の年月日 令和3年8月16日 許可の有効年月日 令和10年8月15日

積替え保管

廃棄物の種類

許可自治体 徳島県（優良） 許可番号 第03600016746号

許可の年月日 令和3年10月20日 許可の有効年月日 令和10年9月9日

積替え保管

廃棄物の種類

廃棄物の種類

（ただし、産業廃棄物の種類に、*1：石綿含有産業廃棄物、*2：水銀使用製品産業廃棄物、*3：水銀
含有ばいじん等を含む旨の表示のない場合は、それぞれ含まない。）

廃棄物の種類

（ただし、産業廃棄物の種類に、*1：石綿含有産業廃棄物、*2：水銀使用製品産業廃棄物、*3：水銀
含有ばいじん等を含む旨の表示のない場合は、それぞれ含まない。）

無

廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず
自動車等破砕物（含まない）、石綿含有産業廃棄物（含む）、水銀使用製品産業廃棄物（含む）
水銀含有ばいじん等（含まない）

無

燃え殻、汚泥、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・コンク
リートくず（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く）及び陶磁器くず、がれき類
（以上10種類、特別管理産業廃棄物、自動車等破砕物及び水銀含有ばいじん等であるものを除き、
石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物であるものを含む。）

保管面積43.5㎡、保管上限6.6㎥

燃え殻（*2を含む），汚泥（*2を含む），廃油（*2を含む），廃酸（*2を含む），廃アルカリ（*2を含む），
廃プラスチック類（*1*2を含む），ゴムくず（*1*2を含む），金属くず（*1*2を含む），ガラスくず､コンク
リートくず及び陶磁器くず（*1*2を含む），鉱さい，がれき類（*1を含む），ばいじん，紙くず（*2を含
む），木くず（*2を含む），繊維くず（*2を含む），動植物性残さ，動物系固形不要物，動物のふん尿，
動物の死体，政令第2条第13号廃棄物

無

燃え殻（*2を含む），汚泥（*2を含む），廃油（*2を含む），廃酸（*2を含む），廃アルカリ（*2を含む），
廃プラスチック類（*1*2を含む），ゴムくず（*1*2を含む），金属くず（*1*2を含む），ガラスくず､コンク
リートくず及び陶磁器くず（*1*2を含む），鉱さい，がれき類（*1を含む），ばいじん，紙くず（*2を含
む），木くず（*2を含む），繊維くず（*2を含む），動植物性残さ，動物系固形不要物，動物のふん尿，
動物の死体，政令第2条第13号廃棄物

無

廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず、「ガラスく
ず・コンクリートくず（工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く。）及び陶磁器くず」、が
れき類
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特別管理産業廃棄物収集運搬業

許可自治体 高知市（優良） 許可番号 第09260016746号

許可の年月日 令和3年2月14日 許可の有効年月日 令和10年2月13日

積替え保管

許可自治体 高知県（優良） 許可番号 第03950016746号

許可の年月日 令和3年2月19日 許可の有効年月日 令和10年2月18日

積替え保管

廃石綿等

廃棄物の種類

廃油（トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、四塩化炭素、1,2-ジクロロエタン、1,1-
ジクロロエチレン、シスｰ1,2ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、1,1,2-トリクロロエタン、1,3-ジク
ロロプロペン、ベンゼン、1,4-ジオキサン、揮発油類、灯油類及び軽油類）

廃酸（トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、四塩化炭素、1,2-ジクロロエタン、1,1-
ジクロロエチレン、シスｰ1,2ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、1,1,2-トリクロロエタン、1,3-ジク
ロロプロペン、ベンゼン、1,4-ジオキサン、有機燐化合物、シマジン、チオベンカルブ、水素イオン濃
度指数2.0以下のもの、チウラム）

廃アルカリ（トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、四塩化炭素、1,2-ジクロロエタ
ン、1,1-ジクロロエチレン、シスｰ1,2ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、1,1,2-トリクロロエタン、
1,3-ジクロロプロペン、ベンゼン、1,4-ジオキサン、有機燐化合物、シマジン、チオベンカルブ、水素
イオン濃度指数12.5以上のもの、チウラム）

汚泥（トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、四塩化炭素、1,2-ジクロロエタン、1,1-
ジクロロエチレン、シスｰ1,2ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、1,1,2-トリクロロエタン、1,3-ジク
ロロプロペン、ベンゼン、1,4-ジオキサン、有機燐化合物、シマジン、チオベンカルブ、六価クロム化
合物、チウラム）

燃え殻（鉛又はその化合物）

廃ポリ塩化ビフェニル等

廃酸（トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、四塩化炭素、1,2-ジクロロエタン、1,1-
ジクロロエチレン、シスｰ1,2ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、1,1,2-トリクロロエタン、1,3-ジク
ロロプロペン、ベンゼン、1,4-ジオキサン、有機燐化合物、シマジン、チオベンカルブ、水素イオン濃
度指数2.0以下のもの、水銀又はその化合物、カドミウム又はその化合物、鉛又はその化合物、六価
クロム化合物、砒素又はその化合物、シアン化合物、チウラム、セレン又はその化合物、ダイオキシン
類）

廃アルカリ（トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、四塩化炭素、1,2-ジクロロエタ
ン、1,1-ジクロロエチレン、シスｰ1,2ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、1,1,2-トリクロロエタン、
1,3-ジクロロプロペン、ベンゼン、1,4-ジオキサン、有機燐化合物、シマジン、チオベンカルブ、水素
イオン濃度指数12.5以上のもの、水銀又はその化合物、カドミウム又はその化合物、鉛又はその化合
物、六価クロム化合物、砒素又はその化合物、シアン化合物、チウラム、セレン又はその化合物、ダイ
オキシン類）

廃棄物の種類

ばいじん（水銀又はその化合物、カドミウム又はその化合物、鉛又はその化合物、六価クロム化合
物、砒素又はその化合物、セレン又はその化合物、1,4-ジオキサン、ダイオキシン類）

廃油（トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、四塩化炭素、1,2-ジクロロエタン、1,1-
ジクロロエチレン、シスｰ1,2ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、1,1,2-トリクロロエタン、1,3-ジク
ロロプロペン、ベンゼン、1,4-ジオキサン、揮発油類、灯油類及び軽油類）

無

ポリ塩化ビフェニル汚染物

廃石綿等

ばいじん（六価クロム化合物）

廃ポリ塩化ビフェニル等

保管面積42.5㎡、保管上限5.2㎥

感染性廃棄物

汚泥（トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、四塩化炭素、1,2-ジクロロエタン、1,1-
ジクロロエチレン、シスｰ1,2ジクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタン、1,1,2-トリクロロエタン、1,3-ジク
ロロプロペン、ベンゼン、1,4-ジオキサン、有機燐化合物、シマジン、チオベンカルブ、水銀又はその
化合物、カドミウム又はその化合物、鉛又はその化合物、六価クロム化合物、砒素又はその化合物、
シアン化合物、チウラム、セレン又はその化合物、ダイオキシン類）

燃え殻（カドミウム又はその化合物、鉛又はその化合物、六価クロム化合物、砒素又はその化合物、
セレン又はその化合物、ダイオキシン類）

鉱さい（水銀又はその化合物、カドミウム又はその化合物、鉛又はその化合物、六価クロム化合物、
砒素又はその化合物、セレン又はその化合物）

ポリ塩化ビフェニル汚染物

感染性廃棄物
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許可自治体 鳥取県（優良） 許可番号 第03154016746号

許可の年月日 令和1年9月16日 許可の有効年月日 令和8年9月15日

積替え保管

廃棄物の種類

一般廃棄物収集運搬業

許可自治体 高知市 許可番号 指定番号第11号

許可の年月日 平成17年4月11日 許可の有効年月日 －

廃棄物の種類

許可自治体 安芸市 許可番号 安芸市指令安環第129号

許可の年月日 令和4年4月1日 許可の有効年月日 令和6年3月31日

廃棄物の種類

許可自治体 室戸市 許可番号 4室市生許可第2号

許可の年月日 令和4年4月1日 許可の有効年月日 令和6年3月31日

廃棄物の種類

許可自治体 いの町 許可番号 いの町指令3い環第200号

許可の年月日 令和3年9月11日 許可の有効年月日 令和5年9月10日

廃棄物の種類

一般廃棄物処分業

許可自治体 高知市 許可番号 －

許可の年月日 令和4年8月9日 許可の有効年月日 令和6年8月2日

廃棄物の種類

建設業許可

許可自治体 高知県 許可番号 般-3　8419号

許可の年月日 令和3年11月14日 許可の有効年月日 令和8年11月13日

種類 とび・土工工事業、解体工事業

木くず、がれき類

無

廃油(揮発油類、灯油類及び軽油類に限り、特定有害産業廃棄物であるものを除く。)、廃酸(水素イ
オン濃度指数2.0以下のものに限り、特定有害産業廃棄物であるものを除く。)、廃アルカリ(水素イオ
ン濃度指数12.5以上のものに限り、特定有害産業廃棄物であるものを除く。)、廃ポリ塩化ビフェニル
等（低濃度に限る。）、ポリ塩化ビフェニル汚染物（低濃度に限る。）

一般廃棄物

木くず

木くず、がれき類

一般廃棄物
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3. 対象範囲（認証・登録範囲）、レポートの対象期間及び発行日

◇対象範囲（認証・登録範囲）

株式会社国見開発工業　　全社、全組織及び全活動

高知県高知市朝倉己1152番地9

◇環境経営レポートの対象期間

2021年10月1日～2022年9月30日

◇環境経営レポートの発行日

2023/3/6

◇作成責任者

環境管理責任者　　　小南　允孝

◇次回環境経営レポート発行予定

2024年3月頃
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対象となる持続可能な開発目標（SDGs）範囲

ＮＯ 項目 対象有無 備　　考
1 貧困をなくそう フェアトレード、寄付
2 飢餓をゼロに フードロス削減、寄付
3 すべての人に健康と福祉を 運動、食生活の改善、ワクチン募金
4 質の高い教育をみんなに ボランティア参加、教育関連募金
5 ジェンダー平等を実現しよう 男女の格差是正
6 安全な水とトイレをを世界中に ○ 井水使用、節水、雨水利用
7 エネルギーをみんなにそしてクリーンに 節電、再生可能エネルギー使用
8 働きがいも経済成長も ワークライフバランス、ESG投資
9 産業と技術革新の基礎をつくろう インフラ設備の支援
10 人や国の不平等をなくそう 高齢者雇用、障害者雇用
11 住み続けられるまちづくりを ○ ＣＯ2削減、エコドライブ
12 つくる責任つかう責任 ○ フードロス削減、リサイクル推進
13 気候変動に具体的な対策を ○ ＣＯ2削減、環境配慮工事
14 海の豊かさを守ろう ○ ゴミの削減、リサイクル推進
15 陸の豊かさも守ろう ○ グリーン購入の推進
16 平和と公正をすべての人に 寄付、環境教育、政治参加
17 パートナーシップで目標を達成しよう ○ 環境教育、ボランティア活動
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4. 環境経営方針

環境経営理念

★当社は、産業廃棄物総合リサイクル施設を目指すと共に解体事業に於いても
『豊かな環境を子供たちに』をスローガンに、環境との共生・調和などへの取組
みを行っています。

★自らの責任を持ち、全社一丸となって環境負荷を継続的に削減するよう事業活
動を行います。

★環境負荷を低減し、継続的改善による環境経営を推進してゆきます。

環境経営方針

●環境関連法規を遵守します。

●工場及び事務所、解体現場での節電など省資源・省エネルギー化を図ります。

●雨水の有効活用及び節水に取り組み、総排水量の削減に努めます。

●産業廃棄物のリサイクルの推進、および最終処分する産業廃棄物の減容に努め
ます。

●環境経営レポートを作成し公表します。

●地域の自然環境を保全し、事業に取り組みます。

●この環境経営方針を全従業員に周知させ、従業員一人ひとりの意識向上に努め
ます。

●環境配慮したPDCA（戦略、計画、運用、改善）を実施します。

●ＳＤＧｓに取り組み、社会貢献に努めます。

2003年11月1日制定

2021年4月1日改定

株式会社　国見開発工業

代表取締役　中野 裕千
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組織図

各担当者責任権限

代表取締役

○ 環境経営に関する統括責任。

○ 環境経営システムの実施に必要な、人、整備、費用、時間、技能を準備。

○ 環境管理責任者を任命。

○ 環境経営方針の策定・見直し及び全従業員への周知。

○ 環境経営目標・環境経営計画・環境管理実施体制を承認。

○ 代表者による全体の評価と見直しを実施。

環境管理責任者

○ 環境経営システムの構築・実施・管理。

○ 環境関連法規のとりまとめ表を承認。

○ 環境経営目標・環境経営計画・環境管理実施体制を確認。

○ 環境活動の取組結果を代表者へ報告。

○ 環境経営レポートの確認。

EA２１事務局

○ EA21推進委員会の事務局。

○ 環境管理責任者の補佐。

○ 環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施。

○ 環境経営目標・環境経営計画・環境管理実施体制の原案を作成。

○ 環境活動の実績集計。

○ 環境関連法規等の取りまとめ表の作成。

○ 環境関連法規等の取りまとめ表に基づく遵守評価の実施。

○ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口。

○ 環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付、及び地域事務局への送付。）

部門長

○ 自部門における環境経営システムの実施。

○ 自部門における環境経営方針の周知。

○ 自部門の従業員に対する教育訓練の実施。

○ 自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告。

○ 特定された項目の手順書作成及び運用管理。

○ 自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成。

○ 緊急事態への対応のための手順書を基に訓練の実施及び記録の作成。

○ 自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施。

全従業員

（カッコ内は各部門長） ○ 環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚。

計 35 名 ○ 決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動に参加。

解体事業部
（中山）

処理・製造
（西森、青木）

5. 環境管理実施体制

取締役会

代表取締役

環境管理担当者
（甲藤）

環境管理責任者
（小南）

EA21事務局

環境開発事業部
（中野）

収集・運搬
（福島）

総務部
（小南）

営業部
（中山）

見積依頼 
見積依頼 

見積依頼 

見積依頼 
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6.環境経営目標

○全社の環境経営目標

単年度目標：1%の削減

目標基準：2020年度実績

項目 単位 2020年度実績 2021年度目標

自 2020/10/1 2021/10/1

至 2012/9/30 2022/9/30

電力使用量 kWh 1,065,866 1,055,207

重油使用量 ℓ 66,800 66,132

軽油使用量 ℓ 160,336 158,732

ガソリン使用量 ℓ 6,164 6,102 　
CO₂総排出量 kg-CO₂ 1,171,772 1,160,054

一般廃棄物排出量 kg 415 411

水使用量 ㎥ 21,800 21,582

受託した産業廃棄物最終処分量の削減 t 3,535 3,500
※受託した産業廃棄物の収集・運搬については配車管理及び積み合せ回収を行うことにより効率化を図ります。

※購入電力のＣＯ₂排出係数は2020年1月7日公表の四国電力の調整後排出係数0.528㎏-ＣＯ₂／kWhを使用しました。

※化学物質の使用はありませんでした。

○全社の環境経営目標

中長期の目標：3年で3%の削減

項目

項目 単位 2020年度実績 2021年度目標 2022年度目標 2023年度目標

自 2020/10/1 2021/10/1 2022/10/1 2023/10/1

至 2012/9/30 2022/9/30 2023/9/30 2024/9/30

電力使用量 kWh 1,065,866 1,055,207 1,044,655 1,034,209

重油使用量 ℓ 66,800 66,132 65,471 64,816

軽油使用量 ℓ 160,336 158,732 157,145 155,574

ガソリン使用量 ℓ 6,164 6,102 6,041 5,981

CO₂総排出量 kg-CO₂ 1,171,772 1,160,054 1,148,454 1,136,969

一般廃棄物排出量 kg 415 411 407 403

水使用量 ㎥ 21,800 21,582 21,366 21,153

受託した産業廃棄物最終処分量の削減 t 3,535 3,500 3,465 3,430

〇全社の内、解体事業部の環境経営目標

目標基準：2020年度実績

目標基準：2020年度実績

項目 単位 2020年度実績 2021年度目標

自 2020/10/1 2021/10/1

至 2021/9/30 2022/9/30

軽油使用量 ℓ 1,157 1,145

ガソリン使用量 ℓ 240 238

CO₂総排出量 kg-CO₂ 3,543 3,508

水使用量 ㎥ 4 3

廃棄物再資源化率 ％ 84% 1

環境負荷の少ない工事 件 8件/8件 全件
※環境負荷の少ない工事：

低騒音・低排出ガス対策型重機の使用に努め、作業合間のアイドリングストップを心がける。

作業内容を工夫して、より小型の重機での施工を行う。

※化学物質の使用はありませんでした。

〇全社の内、解体事業部の環境経営目標

項目

項目

項目 単位 2020年度実績 2021年度目標 2022年度目標 2023年度目標

自 2020/10/1 2021/10/1 2022/10/1 2023/10/1

至 2021/9/30 2022/9/30 2023/9/30 2024/9/30

軽油使用量 ℓ 1,157 1,145 1,134 1,123

ガソリン使用量 ℓ 240 238 236 233

CO₂総排出量 kg-CO₂ 3,543 3,508 3,472 3,438

水使用量 ㎥ 4 3 3 3

廃棄物再資源化率 ％ 84% 1 1 1

環境負荷の少ない工事 件 8件/8件 全件 全件 全件
※電力使用量、一般廃棄物排出量については事務所が同じため、環境開発事業部と共通となります。

   また、現場単位で左記に該当するものはありませんでした。

対象期間

対象期間

対象期間

対象期間
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2021年度の環境経営計画の取組内容（2021年10月1日～2022年9月30日）

担当責任者

西森 取組内容 重機・工作車両のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟを実施し、ｺﾝﾃﾅをさらに活用し燃料使用量削減に努める。

西森・大利 取組内容 焼却炉を適切に管理することにより燃料使用量削減に努める。

福島 取組内容 効率的な運行経路、配車管理を行う。また、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟを実施する。

中山 取組内容 営業同士で打合せを行い、適正なﾙｰﾄ運行する。

担当責任者

青木 取組内容 適切な運転管理を行うことで電力使用量を削減する。

小南 取組内容 順次省ｴﾈの機器に交換していく。昼休みや使用していない作業空間の消灯を継続する。

担当責任者

西森・大利 取組内容 雨水や井水を焼却炉の冷却水として使用することで工業用水を使用しない。

担当責任者

青木・大利 取組内容 焼却時の熱回収を行いｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙを推進する。

中山 取組内容 廃棄物の分別の提案をする。

担当責任者

小南 取組内容 両面印刷及び裏紙の利用や廃棄物を分別することを継続していく。

担当責任者

西森・国則 取組内容 廃棄物を濡らさないようにすることで、焼却効率を上げることで残渣の減容及び減量に努める。

担当責任者

中山 取組内容
低騒音･低排出ｶﾞｽ対応の重機を使用し、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟを行う。また作業内容を工夫し、小型重
機主体での作業に努める。

担当責任者

中野 取組内容
県・市主催の研修会に参加するなど、積極的に教育に取り組み、従業員の知識向上のため、資
格取得を推進する。

社会的活動

7. 環境経営計画

産業廃棄物削減

一般廃棄物削減

化学物質排出量削減

解体工事業における環境負荷の少ない工事実施

化石燃料使用量削減

電力使用量削減

水使用量削減
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8. 環境経営目標の実績

○全社の環境経営目標の実績

2021年度実績（2021年10月1日～2022年9月30日）

削減目標3％

項目 単位 2020年度実績 2021年度目標 2021年度実績 達成率 評価基準 評価

自 2020/10/1 2021/10/1 2021/10/1

至 2021/9/30 2022/9/30 2022/9/30

電力使用量 kWh 1,065,866 1,055,207 1,059,139 100.4% 達成≦100.0% 未達成

重油使用量 ℓ 66,800 66,132 70,000 105.8% 達成≦100.0% 未達成

軽油使用量 ℓ 160,336 158,733 165,713 104.4% 達成≦100.0% 未達成

ガソリン使用量 ℓ 6,164 6,102 6,066 99.4% 達成≦100.0% 達成

CO₂総排出量 kg-CO₂ 1,171,772 1,160,054 1,190,538 102.6% 達成≦100.0% 未達成

一般廃棄物排出量 kg 415 411 373 90.8% 達成≦100.0% 達成

水使用量 ㎥ 21,800 21,582 27,232 126.2% 達成≦100.0% 未達成
受託した産業廃棄物
最終処分量の削減

t 3,535 3,500 5,076 145.0% 達成≦100.0% 未達成

※購入電力のＣＯ₂排出係数は2020年1月7日公表の四国電力の調整後排出係数0.528㎏-ＣＯ₂／kWhを使用しました。

※達成率　＝　2021年度実績 ÷ 2021年度目標

目標未達成項目に対する評価

○全社の環境経営目標の実績

年度別実績比較

項目 単位 2019年度実績 2020年度実績 2021年度実績 2022年度実績 2023年度実績

自 2019/10/1 2020/10/1 2021/10/1 2022/10/1 2023/10/1

至 2020/9/30 2021/9/30 2022/9/30 2023/9/30 2024/9/30

電力使用量 kWh 1,073,450 1,065,866 1,059,139

重油使用量 ℓ 66,000 66,800 70,000

軽油使用量 ℓ 153,507 160,336 165,713

ガソリン使用量 ℓ 6,525 6,164 6,066

CO₂総排出量 kg-CO₂ 1,156,827 1,171,772 1,190,538

一般廃棄物排出量 kg 527 415 373

水使用量 ㎥ 8,507 21,800 27,232
受託した産業廃棄物
最終処分量の削減

t 4,915 3,535 5,076

○全社の内、解体事業部の環境経営目標の実績

2021年度実績（2021年10月1日～2022年9月30日）

削減目標3％

項目 単位 2020年度実績 2021年度目標 2021年度実績 達成率 評価基準 評価

自 2020/10/1 2021/10/1 2021/10/1

至 2021/9/30 2022/9/30 2022/9/30

軽油使用量 ℓ 1,157 1,145 3,189 278.5% 達成≦100.0% 未達成

ガソリン使用量 ℓ 240 238 231 97.1% 達成≦100.0% 達成

CO₂総排出量 kg-CO₂ 3,543 3,508 8,764 249.8% 達成≦100.0% 未達成

水使用量 ㎥ 4 3 5 166.7% 達成≦100.0% 未達成

廃棄物再資源化率 ％ 84% 85% 78% 達成≦100.0% 未達成

環境負荷の少ない工事 件 8件/8件 全件 14件/14件 100.0% 達成≦100.0% 達成

※達成率　＝　2021年度実績 ÷ 2021年度目標

※環境負荷の少ない工事：

作業合間のアイドリングストップを心がける。

低騒音・低排出ガス対策型重機の使用に努める。

作業内容を工夫して、より小型の重機での施工を行う。

※電力使用量及び一般廃棄物排出量については事務所が同じため、環境開発事業部と共通となります。

　 また、現場単位で上記に該当するものはありませんでした。

目標未達成項目に対する評価

○全社の内、解体事業部の環境経営目標の実績

年度別実績比較

項目 単位 2019年度実績 2020年度実績 2021年度実績 2022年度実績 2023年度実績

自 2019/10/1 2020/10/1 2021/10/1 2022/10/1 2023/10/1

至 2020/9/30 2021/9/30 2022/9/30 2023/9/30 2024/9/30

軽油使用量 ℓ 2,091 1,157 3,189

ガソリン使用量 ℓ 233 240 231

CO₂総排出量 kg-CO₂ 5,935 3,543 8,764

水使用量 ㎥ 16 4 5

廃棄物再資源化率 ％ 78 84% 78%

環境負荷の少ない工事 件 17件/17件 8件/8件 14件/14件

対象期間

対象期間

2021年度実績では目標未達成が大半を占めた。
要因として、焼却プラント及び乾燥装置の稼働時間の増加による為である。
削減方法についてはプラントの連続稼働すれば効率は良くなるが、結果として全体の使用量の増加となる。
故に、処理施設の稼働状況の結果である。

対象期間

対象期間

前年度と同様、元請解体工事受注が少なく評価に値しない。
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2021年度の環境経営計画の取組結果とその評価（2021年10月1日～2022年9月30日）

担当責任者

取組内容
重機・工作車両のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟを実施し、ｺﾝﾃﾅをさらに活用し燃料使用量削減に努め、
無駄のない作業効率の良い工程を考える。

取組結果 作業効率を高め、燃料使用量削減に努めた。

評価・見直し 引き続き実施していく。

取組内容 焼却炉を適切に管理し、燃焼物の調質等、考慮し燃料使用量削減に努める。

取組結果 多様な廃棄物の性状の為、試行錯誤し削減に努めたが、稼働状況により変動する。

評価・見直し 引き続き実施していく。

取組内容 効率的な運行経路、配車管理を行う。また、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟを実施する。

取組結果 効率的に実施に努めたが、削減はできなかった。

評価・見直し 引き続き実施していく。

取組内容 営業同士で打合せを行い、適正なﾙｰﾄ運行する。

取組結果 営業同士で打合せを行い、適正なﾙｰﾄ運行した。

評価・見直し 引き続き実施していく。

担当責任者

取組内容 適切な運転管理を行うことで電力使用量を削減する。

取組結果 適切な運転管理に努めたが電力使用量の削減はできなかった。

評価・見直し 引き続き実施していく。

取組内容 順次省ｴﾈの機器に交換していく。昼休みや使用していない作業空間の消灯を継続する。

取組結果 順次省ｴﾈの機器に交換していく。昼休みや使用していない作業空間の消灯を継続した。

評価・見直し 引き続き実施していく。

担当責任者

取組内容 雨水や井水を焼却炉の冷却水として使用することで工業用水を使用しない。

取組結果 稼働状況によりプラント冷却水は変動した。土埃飛散防止の為の場内散水等にて増加した。

評価・見直し 引き続き実施していく。

担当責任者

取組内容 焼却時の熱回収を行いｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙを推進する。

取組結果 焼却時の熱回収を行いｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙを推進した。

評価・見直し 引き続き実施していく。

取組内容 廃棄物の分別の提案をする。

取組結果 廃棄物の分別の提案をした。

評価・見直し 引き続き実施していく。

担当責任者

取組内容 両面印刷及び裏紙の利用や廃棄物を分別することを継続していく。

取組結果 両面印刷及び裏紙の利用や廃棄物を分別することを継続した。

評価・見直し 引き続き実施していく。

担当責任者

取組内容 廃棄物を濡らさないようにすることで、焼却効率を上げる。

取組結果 廃棄物を濡らさないようにする保管ヤードを新設し焼却効率を上げた。

評価・見直し 引き続き実施していく。

担当責任者

取組内容
低騒音･低排出ｶﾞｽ対応の重機を使用し、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟを行う。また作業内容を工夫し、小型重機
主体での作業に努める。

取組結果
低騒音･低排出ｶﾞｽ対応の重機を使用し、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟを行う。また作業内容を工夫し、小型重機
主体での作業に努めた。

評価・見直し 引き続き実施していく。

担当責任者

取組内容 ボランティア活動への参加及び、工場敷地周辺での清掃活動を実施する。

取組結果 各種清掃活動に参加しました。

評価・見直し 今後も継続して清掃活動に参加します。

取組内容
県・市主催の研修会に参加するなど、積極的に教育に取り組み、従業員の知識向上のため、資格
取得を推進する。

取組結果 法改正等についての社内教育を実施しました。

評価・見直し 今後も継続して取組みます。

社会的活動

中野

中山

9. 環境経営計画の取組結果とその評価

化学物質排出量削減

西森・国則

解体工事業における環境負荷の少ない工事実施

中山

化石燃料使用量削減

西森

西森・大利

福島

電力使用量削減

西森・大利

中山

一般廃棄物削減

小南

産業廃棄物削減

青木・大利

中山

小南

水使用量削減

青木
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10. 次年度の環境経営目標

○全社の環境経営目標

単年度目標：1%の削減

目標基準：2021年度実績

項目 単位 2021年度実績 2022年度目標

自 2021/10/1 2022/10/1

至 2022/9/30 2023/9/30

電力使用量 kWh 1,059,139 1,048,548

重油使用量 ℓ 70,000 69,300

軽油使用量 ℓ 165,713 164,056

ガソリン使用量 ℓ 6,066 6,005 　
CO₂総排出量 kg-CO₂ 1,190,538 1,178,633

一般廃棄物排出量 kg 373 369

水使用量 ㎥ 27,232 26,960

受託した産業廃棄物最終処分量の削減 t 5,076 5,025
※受託した産業廃棄物の収集・運搬については配車管理及び積み合せ回収を行うことにより効率化を図ります。

※購入電力のＣＯ₂排出係数は2020年1月7日公表の四国電力の調整後排出係数0.528㎏-ＣＯ₂／kWhを使用しました。

※化学物質の使用はありませんでした。

○全社の環境経営目標

中長期の目標：3年で3%の削減

目標基準：2021年度実績

項目 単位 2021年度実績 2022年度目標 2023年度目標 2024年度目標

自 2021/10/1 2022/10/1 2023/10/1 2024/10/1

至 2022/9/30 2023/9/30 2024/9/30 2025/9/30

電力使用量 kWh 1,059,139 1,048,548 1,038,062 1,027,682

重油使用量 ℓ 70,000 69,300 68,607 67,921

軽油使用量 ℓ 165,713 164,056 162,415 160,791

ガソリン使用量 ℓ 6,066 6,005 5,945 5,886

CO₂総排出量 kg-CO₂ 1,190,538 1,178,633 1,166,846 1,155,178

一般廃棄物排出量 kg 373 369 366 362

水使用量 ㎥ 27,232 26,960 26,690 26,424

受託した産業廃棄物最終処分量の削減 t 5,076 5,025 4,975 4,925

〇全社の内、解体事業部の環境経営目標

単年度目標：1%の削減

目標基準：2021年度実績

項目 単位 2021年度実績 2022年度目標

自 2021/10/1 2022/10/1

至 2022/9/30 2023/9/30

軽油使用量 ℓ 3,189 3,157

ガソリン使用量 ℓ 231 229

CO₂総排出量 kg-CO₂ 8,764 8,677

水使用量 ㎥ 5 5

廃棄物再資源化率 ％ 78 79

環境負荷の少ない工事 件 14件/14件 全件
※環境負荷の少ない工事：

低騒音・低排出ガス対策型重機の使用に努め、作業合間のアイドリングストップを心がける。

作業内容を工夫して、より小型の重機での施工を行う。

※化学物質の使用はありませんでした。

〇全社の内、解体事業部の環境経営目標

中長期の目標：3年で3%の削減

目標基準：2021年度実績

項目 単位 2021年度実績 2022年度目標 2023年度目標 2024年度目標

自 2021/10/1 2022/10/1 2023/10/1 2024/10/1

至 2022/9/30 2023/9/30 2024/9/30 2025/9/30

軽油使用量 ℓ 3,189 3,157 3,126 3,094

ガソリン使用量 ℓ 231 229 227 224

CO₂総排出量 kg-CO₂ 8,764 8,677 8,590 8,504

水使用量 ㎥ 5 5 5 5

廃棄物再資源化率 ％ 78 79 79 80

環境負荷の少ない工事 件 14件/14件 全件 全件 全件
※電力使用量、一般廃棄物排出量については事務所が同じため、環境開発事業部と共通となります。

   また、現場単位で左記に該当するものはありませんでした。

対象期間

対象期間

対象期間

対象期間
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2022年度の環境経営計画の取組内容（2022年10月1日～2023年9月30日）

担当責任者

西森 取組内容
重機・工作車両のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟを実施し、ｺﾝﾃﾅをさらに活用し燃料使用量削減に努め、
無駄のない作業効率の良い工程を考える。

西森・大利 取組内容 焼却炉を適切に管理し、燃焼物の調質等、考慮し燃料使用量削減に努める。

福島 取組内容 効率的な運行経路、配車管理を行う。また、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟを実施する。

中山 取組内容 営業同士で打合せを行い、適正なﾙｰﾄ運行する。

担当責任者

青木 取組内容 適切な運転管理を行うことで電力使用量を削減する。

小南 取組内容 順次省ｴﾈの機器に交換していく。昼休みや使用していない作業空間の消灯を継続する。

担当責任者

西森・大利 取組内容 雨水や井水を焼却炉の冷却水として使用することで工業用水を使用しない。

担当責任者

青木・大利 取組内容 焼却時の熱回収を行いｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙを推進する。

中山 取組内容 廃棄物の分別の提案をする。

担当責任者

小南 取組内容 両面印刷及び裏紙の利用や廃棄物を分別することを継続していく。

担当責任者

西森・国則 取組内容 廃棄物を濡らさないようにすることで、焼却効率を上げる。

担当責任者

中山 取組内容
低騒音･低排出ｶﾞｽ対応の重機を使用し、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟを行う。また作業内容を工夫し、小
型重機主体での作業に努める。

担当責任者

中野 取組内容 ボランティア活動への参加及び、工場敷地周辺での清掃活動を実施する。

中野 取組内容
県・市主催の研修会に参加するなど、積極的に教育に取り組み、従業員の知識向上のた
め、資格取得を推進する。

社会的活動

11. 次年度の環境経営計画の取組内容

一般廃棄物削減

化学物質排出量削減

解体工事業における環境負荷の少ない工事実施

水使用量削減

産業廃棄物削減

電力使用量削減

化石燃料使用量削減
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12.環境関連法規等の遵守状況のチェック結果

（１）環境関連法規等の遵守状況のチェック結果
法規名 適用条文 具体的内容 点検頻度 担当者 遵守状況 確認日

廃棄の処理及び清掃 第3条 ・事業者の責務 随時 中山 〇 2023/1/15
に関する法律 ・事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任

において適正に処理
第7条 ・関係機関への各種報告の実施 年1回 中山 〇 2023/1/15
第8条 ・処理施設維持管理基準の遵守 随時 中山 〇 2023/1/15

・施設の設置、並びに構造及び規模の変更に
関する事項の届出・申請

第12条 ・産業廃棄物の事業者の処理 随時 中山 〇 2023/1/15
・産業廃棄物の委託契約 随時 中山 〇 2023/1/15

第12条の3 ・産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付 随時 中山 〇 2023/1/15
・マニフェスト交付状況報告書の作成及び
・都道府県知事、市長への提出

第14条 ・産業廃棄物収集運搬車両の表示 随時 中山 〇 2023/1/15
・運搬時必要書類の所持 随時 中山 〇 2023/1/15
・関係機関への各種報告の実施 毎年6月 中山 〇 2023/1/15
・産業廃棄物管理票及び委託契約書保管 随時 中山 〇 2023/1/15
・浸出水等検査項目検査の実施 月1回 中山 〇 2023/1/15
・処理困難となった際の排出事業者への通知 随時 中山 〇 2023/1/15

第15条 ・処理施設維持管理基準の遵守 随時 中山 〇 2023/1/15
・施設の設置、並びに構造及び規模の変更に
関する事項の届出・申請

第15条の2の2 ・施設の定期検査の申請・実施 5年に1回 中山 〇 2023/1/15
ダイオキシン類対策 第8条～23条 ・排ガス及び焼却灰についてのダイオキシン類
特別措置法 測定検査の実施
大気汚染防止法 第3条～17条 ・ばい煙の排出の規制、測定、記録の保管

第18条の21～31 ・水銀等の排出の規制、測定、記録の保管
フロン類の使用の合理化 第16条～26条 ・対象機器の点検及び記録の保管 3カ月毎 中山 〇 2023/1/15
及び管理の適正化に 第27条～49条 ・フロン類回収基準の遵守 随時 中山 〇 2023/1/15
関する法律 ・引取り証明書の交付 随時 中山 〇 2023/1/15

・回収量等の記録及び報告 毎年5月 中山 〇 2023/1/15
消防法 第9条 ・少量危険物及び指定可燃物の貯蔵・取扱いの基準 随時 中山 〇 2023/1/15
特定化学物質の環境への 第5条 ・排出量等の把握及び届出
排出量の把握等及び管理の
改善の促進に関する法律
騒音規制法 第14条 ・特定建設作業の実施の届出

（建設作業開始７日前までに市町村長に届出）
振動規制法 第14条 ・特定建設作業の実施の届出

（建設作業開始７日前までに市町村長に届出）
建設工事に係る資材の 第5条 ・建設資材廃棄物の発生抑制、分別解体等及び
再資源化等に関する法律 ・建設資材廃棄物の再資源化等費用の低減努力
（建設リサイクル法） 第9条 ・分別解体等の実施 随時 中山 〇 2023/1/15

第10条 　解体：床面積８０ｍ2 以上
　新築・増築：床面積５００ｍ2 以上
・対象建設工事は７日前までに都道府県知事に届出

大気汚染防止法 第18条の17 ・石綿含有の有無の調査および掲示 随時 中山 〇 2023/1/15
石綿障害予防規則 全て ・石綿関連解体工事及び当該廃棄物処分 随時 中山 〇 2023/1/15

随時 中山 〇 2023/1/15
随時 中山 〇 2023/1/15
随時 中山 〇 2023/1/15
随時 中山 〇 2023/1/15
随時 中山 〇 2023/1/15
随時 中山 〇 2023/1/15
随時 中山 〇 2023/1/15
随時 中山 〇 2023/1/15

（２）環境関連法規等の違反、訴訟等の有無
2021年10月1日から2022年9月30日まで、環境関連法規等の違反及び訴訟、外部からの苦情・要望等はありませんでした。

高知市火災予防条例

随時 中山 〇 2023/1/15

高知県廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行細則
高知県環境基本条例

高知市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例
高知市廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行細則
高知市環境基本条例

〇 2023/1/15

随時 中山 〇 2023/1/15

随時 中山

6カ月毎 中山 〇 2023/1/15

毎年6月 中山 〇 2023/1/15

〇 2023/1/15

随時 中山 〇 2023/1/15

〇 2023/1/15

〇 2023/1/15

随時 中山 〇 2023/1/15

〇 2023/1/15毎年6月 中山

随時 中山

高知市公害防止条例
高知県公害防止条例

随時 中山

毎年3月 中山
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環境関連法規等の取りまとめ表
（環境関係法規）

法規名 適用条項 具体的内容 点検頻度 担当者

測定時期

廃棄の処理及び清掃に関する 第３条 ○事業者の責務

法律 事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任

において適正に処理

第７条の ○一般廃棄物収集運搬基準に従った収集運搬

１３項 表示、書面備付義務

第１２条 ○産業廃棄物の事業者の処理

産業廃棄物の委託契約

第１２条の ○多量排出事業者（年間１，０００ｔ以上）

１０、１１項 の計画の都道府県知事への提出・報告

第１２条の三 ○産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付

第１２条の三 ○マニフェスト交付状況報告書の作成及び 年１回

７項 都道府県知事（高知県知事）への提出 毎年６月末

第１４条 ○産業廃棄物収集運搬業の都道府県知事の許可 期限切れ

（５年毎に更新） ３ケ月前

第１４条の一 ○産業廃棄物処理基準による収集運搬、処分

１２項 表示、書面備付義務

規則第８条 ○保管場所の表示

見易い箇所に掲示板を設置

（縦６０ｃｍ以上×横６０ｃｍ以上）

資源の有効な利用の促進に 第４条 ○土砂、コンクリート塊、アスファルト・コン

関する法律 クリート塊、木材等の減量化及びリサイクル

（リサイクル法）

建設工事に係る資材の再資源化 第５条 〇建設資材廃棄物の発生抑制、分別解体等及び

等に関する法律 建設資材廃棄物の再資源化等費用の低減努力

（建設リサイクル法） 〇建設資材廃棄物の再資源化により得られた建

設資材を使用する努力

第９条 〇分別解体等の実施

第１０条 　解体：床面積８０ｍ2 以上

　新築・増築：床面積５００ｍ2 以上

〇対象建設工事は７日前までに都道府県知事

に届出

騒音規制法 第５条 ○騒音規制基準の遵守（特定工場等） 必要時

第６条 ○特定施設の設置届 設置工事開始時

（特定施設設置工事開始３０日前までに市町村長に届出）

第１４条 ○特定建設作業の実施の届出 必要時

（建設作業開始７日前までに市町村長に届出）

振動規制法 第５条 ○振動規制基準の遵守（特定工場等） 必要時

第６条 ○特定施設の設置届 設置工事開始時

（特定施設設置工事開始３０日前までに市町村長に届出）

第１４条 ○特定建設作業の実施の届出 必要時

（建設作業開始７日前までに市町村長に届出）

大気汚染防止法 第６条 ○ばい煙発生施設の設置届 設置工事開始時

（施設の設置工事開始６０日前までに都道府県知事に届出）

第８条 ○ばい煙発生施設の変更届 設置工事開始時

（施設の設置工事開始６０日前までに都道府県知事に届出）

第１６条 ○ばい煙量等の測定 必要時

第１７条 ○事故時の報告（都道府県知事への報告） 必要時

第１７条の２ ○事業者の責務 常時

ばい煙の大気中への排出状況の把握

随時 中山

随時 中山

随時 中山

必要時 中山

廃棄物排出時 事務

小南

小南

随時 小南

随時 中山

随時 中山

随時 中山

必要時 中山

中山

中山

小南
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法規名 適用条項 具体的内容 点検頻度 担当者

測定時期

大気汚染防止法 第１８条 ○解体等工事受注者は、石綿使用の有無（全て

（解体工事） の１５ の石綿含有建材）について事前に調査し、発注

者へ調査結果を書面で説明する。

第１８条 ○特定粉じん作業開始の１４日前までに

の１７ 都道府県知事に届出

解体工事：床面積８０ｍ2 以上

建築物改造：請負代金　１００万円以上

第１８条 ○特定工事の元請け業者若しくは下請け業者は

の２０ 特定粉じん排出作業において作業基準を遵守

第１８条 ○元請業者の下請に対する粉じん排出作業を

の２２ 適切に行うよう指導

第１８条 ○特定粉じん作業完了後、結果を遅滞なく

の２３ 発注者に書面で報告と記録の作成保管

労働安全衛生法 第８８条 ○解体工事の工事計画書を労働基準監督署長 必要時

（解体工事） 宛に提出（着工１４日前までに）

石綿則第５条 ○建築物解体等作業届を労働基準監督署長 必要時

宛に提出（作業前）

消防法 第８条 ○防火管理者の選任、消防計画の作成

（遅滞なく所轄消防長又は消防署長に届出）

第１０条 ○指定数量以上の危険物貯蔵の消防長

への許可

第１石油類 ｶﾞｿﾘﾝ：200ℓ

第２石油類 灯油、軽油：1,000ℓ

第３石油類 重油：2,000ℓ

第４石油類 潤滑油：6,000ℓ

ｷﾞﾔ油、ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ、ﾏｼﾝ油

第３１条 ○少量物危険物貯蔵の消防署への届出

（指定数量の１／５以上指定数量未満の

危険物貯蔵）

第１７条の ○消防用設備等設置届書の消防署への提出 着工１０日前

３の２

フロン類の使用の合理化及び 第１９条 ○事業者によるフロン類の漏洩量等の報告 年１回

管理の適正化に関する法律 1,000 CO2-t/年以上、事業所所管大臣への報告

（フロン排出抑制法） 第５条 ○定期点検の実施

エアコン：3.7kW以上50kW未満 １回／３年

冷蔵機器、冷凍機：3.7kW以上 １回／年

○エアコンの簡易点検 １回／３ケ月

浄化槽法 第５条 ○浄化槽の設置の届出 着工２１日前

第１０条 ○年１回の浄化槽の保守点検、清掃実施 年１回

第１１条 ○年１回の水質検査実施

下水道法 第１０条 ○下水道に下水を流入させる為の排水管、 必要時

排水渠等の設置

水質汚濁防止法 第５条 〇特定施設の設置届 必要時

（施設の設置工事開始６０日前までに都道府県知事に届出）

第７条 〇特定施設の構造等の変更の届出 必要時

（施設の設置工事開始６０日前までに都道府県知事に届出）

第１２条 〇事業所排出口における排水基準に適合しない 必要時

排出水の排出制限

第１４条 〇排出水の汚染状態の測定等 必要時

（日平均排水量）　

　　400ｍ3以上　　　　　　：毎日

　　200ｍ3以上400ｍ3未満　：１回／週

　　100ｍ3以上200ｍ3未満　：１回／２週

　　50ｍ3以上100ｍ3未満　 ：１回／３０日

第１４条の四 ○事業者の責務 必要時

公共用水域又は地下水の水質汚濁防止の

ための必要な措置の実施

必要時 中山

中山

小南

小南

必要時 小南

必要時 小南

必要時 小南
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法規名 適用条項 具体的内容 点検頻度 担当者

測定時期

海洋汚染等及び海上災害の 第４条 〇船舶からの油の排出の禁止 必要時

防止に関する法律 第５条 〇油による海洋汚染の防止のための設備設置

（海洋汚染防止法） 第６条 〇油濁防止管理者の選任

第９条の２～４ 〇船舶からの有害液体物質の排出の禁止 必要時

〇有害液体物質による海洋の汚染の防止の

ための設備設置

〇有害液体汚染防止管理者の選任

特定化学物質の環境への排出量 第５条 ○化学物質の排出量、使用量の把握

の把握等及び管理の改善の促進

に関する法律
毎年6月 小南
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作成年月日 2023/1/20

１２．代表者による全体評価と見直しの結果
■定期見直し

□臨時見直し

見直しに必要な情報 代表者による見直し

環境管理責任者の報告及び改善提案 変更の必要性の有無・指示事項

【取組状況の評価結果】 【環境経営方針】

①環境関連法規制等の遵守状況 変更の必要性： □有 ■無

②問題点の是正処置及び予防処置の状況

③前回までの代表者の指示事項への対応

＜改善提案＞ 【環境経営目標・環境経営計画・環境管理組織体制】

変更の必要性： □有 ■無

【環境経営目標・環境経営計画の達成状況】

目標項目 目標値 経営計画 コメント

達成状況 達成状況 （目標値、活動計画に対するコメント）

電力使用量 未達成 ○

重油使用量 未達成 ○

軽油使用量 未達成 ○

ガソリン使用量 達　成 ○

CO₂総排出量 未達成 ○

一般廃棄物排出量 達　成 ○ 【その他】

水使用量 未達成 ○ 変更の必要性： □有 ■無
受託した産業廃棄物の

最終処分量の削減 未達成 ○

＜改善提案＞

  仕事量での増減により、目標達成状況も変動するが、目標達成を目指す様、努力する。

【周囲の変化の状況】

①外部コミユニケーション記録より

【総括】（環境経営レポートの代表者による全体の評価と見直しの欄に記載）

②環境関連法規制等の動向他

＜改善提案＞

代表者が自ら得た情報

環境経営目標にて電力、化石燃料削減項目等、未達成出来ていなかった。
しかし、施設整備（保管ヤード新設）により、廃棄物処理工程の効率アッ
プや
作業員への安全性、環境への負荷軽減が出来た。
処理機器、重機類等の新設や改修を進め、作業効率を高め省エネルギー化
に向かい努力している状況である。
今後に於いても改善を進め、社内全体で知恵を出し合い作業効率を高め、
引き続き、省エネルギー化に取り組む様、指示をする。
環境経営目標・環境経営計画・環境管理組織体制に変更はありません。
環境経営システムは有効に機能をしている。

変化なし

特になし

電気料金の高騰に伴い、電力使用率の高い固形燃料施設の稼働時間について、破砕機と成形機
を交互に稼働したりと、いろいろ工夫、統計を取ってみたがデマンドは抑えられるが、電力使
用が増へ、結果現状での稼働が最良とゆう結果となった。
今後、施設内にニ箇所あるキュービクルを一箇所にまとめ省力化を目指す。

同　　　上

同　　　上

同　　　上

同　　　上

変更無　指示事項：特になし

変化なし

良

変更無　指示事項：特になし良

良

特になし

変更無　指示事項：特になし

削減を努める

同　　　上

同　　　上

同　　　上



2021年度の環境活動

・ 2021.10　 「第９番札所　法輪寺」清掃活動

・ 2021.11　 「四国八十八ヶ所遍路道清掃活動」岩本寺とその周辺

・ 2022.02  　県民一斉美化活動

　

・ 2022.09　「プラスチックスマート活動」海ゴミ清掃活動

・ 2021.12 　適正処理巡回パトロール

・ おらんくのストップ温暖化宣言

・ ですかでゴー（交通エコポイント）寄付

保管ヤード新設及び運搬車両の更新

14. 環境への取り組み

☆主な出来事・取組
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